【参考様式１（保護者・児童生徒→学校）】

三川町立〇〇学校長 殿 

いじめ重大事態に係る申立様式

下記のとおり、いじめにより重大な被害が生じた疑いがあることを申し立てます。

１　申立日
令和　　　年　　　月　　　日


２　いじめを受けた児童生徒に関する情報
	学　校　名
	
	学　　年
	年

	児童生徒氏名
	
	保護者氏名
	




３　いじめ重大事態の概要・経緯
(1)　いじめ重大事態の種類（該当するもの全てにチェックしてください。）
１号重大事態
□　生命に重大な被害が生じた疑いがある
□　心身に重大な被害が生じた疑いがある
□　財産に重大な被害が生じた疑いがある
	診断書の有無
	有 ・ 無
	（有の場合）
診断名
	





	警察への被害
届提出の有無
	有 ・ 無
	提出先
（警察署名）
	





２号重大事態
□　相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある
	欠席の状況
	


※欠席日数や時期等、分かる範囲で記入してください。


令和７年１１月　三川町教育委員会
ガイドライン（ｐ49）より作成
【参考様式２（学校→町教委）】
令和　　 年　　 月　　 日

三川町教育委員会教育長 殿 

三川町立○○学校長  印  
 
いじめ重大事態（疑い含む）発生報告書 

	１ 
	重大事態（疑い含む）と認めた事由及び根拠
（いじめ防止対策推進法による） 
※28条第1項第1号（生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い） 
※28条第1項第2号（相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い） 
※「認めた」とは「考える」ないし「判断する」の意
	□第28条第1項第1号 □第28条第1項第2号 
○認めた事由及び根拠 
・ 






	２ 
	児童生徒・保護者からの申立ての有無 
※いずれかに〇をつけること 
	あった  　　　　  なかった 

	３ 
	いじめを受けたとされる児童生徒 
	第   　学年  　 組  （  　 歳）
氏名         　　　　 　（性別）
 
学校生活、家庭環境、健康状況など
※複数の場合は追記すること 
※【「児童生徒の事件等報告書」に重大事件等の報告について（様式）】の項目をもとにして上記の項目を立てた

	４ 
	いじめを行ったとされる児童生徒 
	第   　学年  　 組  （   歳）
氏名          　　　　（性別） 
学校生活、家庭環境、健康状況など
※複数の場合は追記すること 

	５ 
	いじめが行われたと疑われる時期 
	R○.○.○○ ～ R○.○.○○ 

	６ 
	学校が本事案を認知した日 
	R○.○.○○ 

	７ 
	事案の内容 

	
	○発見のきっかけ 
 
○いじめの態様等 
 
 
○現在の状況 
【いじめを受けたとされる児童生徒】 ※不登校重大事態であれば、欠席期間、日数も記載



【いじめを行ったとされる児童生徒】 




	８ 
	学校の指導経過等 
	 


	９ 
	いじめを受けたとされる児童生徒・保護者の意向 
	 



※ 三川町教育委員会記入欄 
	受付日
	令和　　年　　月　　日　　（学校教育係：職　　　氏名　　　　　　　）

	調査の主体
	　□学校の設置者　　　　　　　□学校


令和６年３月作成　三川町教育委員会



【参考様式３（町教委→三川町長）】
令和　　 年　　 月　　 日

三　川　町　長　　 殿 

三川町教育委員会教育長  印  
 
いじめ重大事態（疑い含む）発生報告書 

	１
	重大事態（疑い含む）が発生した学校
	三川町立〇〇学校

	２ 
	重大事態（疑い含む）と認めた事由及び根拠
（いじめ防止対策推進法による） 
※28条第1項第1号（生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い） 
※28条第1項第2号（相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い） 
※「認めた」とは「考える」ないし「判断する」の意
	□第28条第1項第1号 □第28条第1項第2号 
○認めた事由及び根拠 
・ 







	３
	児童生徒・保護者からの申立ての有無 
※いずれかに〇をつけること 
	あった  　　  なかった 

	４ 
	いじめを受けたとされる児童生徒 
	第   　学年  　 組  （  　 歳）
氏名         　　　　 　（性別）
 
※複数の場合は追記すること 

	５ 
	いじめを行ったとされる児童生徒 
	第   　学年  　 組  （   歳）
氏名          　　　　（性別） 

※複数の場合は追記すること 

	５ 
	いじめが行われたと疑われる時期 
	R○.○.○○ ～ R○.○.○○ 

	６ 
	学校が本事案を認知した日 
	R○.○.○○ 

	７ 
	事案の内容 

	
	○発見のきっかけ 
 
○いじめの態様等 
 
 
○現在の状況 
【いじめを受けたとされる児童生徒】 ※不登校重大事態であれば、欠席期間、日数も記載



【いじめを行ったとされる児童生徒】 




	８ 
	学校の指導経過等 
	 



	９ 
	いじめを受けたとされる児童生徒・保護者の意向 
	 

	１０
	調査の主体
	□学校の設置者　　□学校


令和６年３月作成　三川町教育委員会












【参考様式４（学校→町教委）】基本調査報告書
 ※自殺又は自殺が疑われる死亡事案について　基本調査の主体は学校を想定
令和　　年　　月　　日　
三川町教育委員会教育長 　　殿 
三川町立〇〇学校長　　 

基本調査における様式
１．学校に関する基本的事項 
○学校名 
○校長名 
○設置者 □ 国立 □ 公立 □ 私立 □その他 
○学校種 □ 小学校 □ 中学校 □ 義務教育学校 □ 中等教育学校 
□ 高等学校（□ 全日制あり □ 定時制あり □ 通信制あり） 
□ 特別支援学校（□ 小学部 □ 中学部 □ 高等部） 

２．事案に関する基本的事項 
○児童生徒名 
○学年（ ）学年 ○年齢（ ）歳 ○性別 □ 男 □ 女 
○児童生徒の在籍状況 
□ 小学校 □ 中学校 □ 義務教育学校（□ 前期課程 □後期課程） 
□ 中等教育学校（□ 前期課程 □後期課程） □ 高等学校（□ 全日制 □定時制 □ 通信制） 
□ 特別支援学校（□ 小学部 □ 中学部 □ 高等部） 
○事案発生日時 
死亡確認日時 （ ）年（ ）月（ ）日（ ）時ころ 
発見日時 （ ）年（ ）月（ ）日（ ）時ころ 
学校が把握した日時（ ）年（ ）月（ ）日（ ）時ころ 
○事案発生時の状況 （事案が発生した場所） 
□ 自宅 □ 下宿・寮 □ 学校 □ 自宅・学校以外の建物 □ 海・湖・河川□ 乗物 
□ 駅構内・鉄道線路 □路上 □ □ その他（ ）□ 不明 
（手段別の状況） 
□ 首つり □ 服毒（医薬品等）□ 練炭等 □刃物 □ 入水（溺死含む）□ 飛び降り 
□ 飛び込み（走行中の電車、自動車等への飛び込み） □ その他　□ 不明
○事案の概要
発見時の状況や事案把握の端緒、経緯等を時系列に沿って記載 



○児童生徒が死亡前に残した文書等の有無
 □ なし □ 遺書 □ メール □ SNSの書込み □ ブログ □ その他（ 　　　）□ 不明 
３．児童生徒に関する事項 
○成績 
□ 上位10％以上 □ 上位10％～50％ □ 上位50％～上位90％ □ 下位10％以下 □ 分類不可 
○成績の急激な低下　 
□ 有 □ 無 □ 不明 
具体的に、いつごろどのように下がったかを記載 



○出席状況 
（前年度） 
出席（ ）日 遅刻（ ）日 早退（ ）日 欠席（ ）日 
（直近1ヶ月）※長期休業明けの場合は長期休業前の状況 
□欠席なし □あり（□ １～４日 □ ５～15日 □ 16日以上） 
□遅刻なし □あり（□ １～４日 □ ５～15日 □ 16日以上） 
□早退なし □あり（□ １～４日 □ ５～15日 □ 16日以上） 
上記の期間より前の期間を含めて、当該児童生徒の出席状況について 顕著な状況があれば記載 



○学校（担任や養護教諭、スクールカウンセラー等）への相談歴 
□有 □無 
（相談内容） ※該当するもの全てチェックすること 
□ 学業等に関する相談 □ 入試に関する相談 □ 進路（入試以外）に関する相談 
□ いじめに関する相談 □ 友人に関する相談 □ 教職員に関する相談
□ 教職員による体罰・不適切な指導等に関する相談
□ 学校生活に おける性別による偏見・差別に関する相談 
□ 家族等に関する相談 □ 病気の悩み（身体疾患）に関する相談 
□ 病気の悩み（精神疾患（うつ病・統合失調症など）に関する相談 
□その他（　　　　　　　　　 ） 
いつ、誰に相談したか、具体的な相談内容を記載 



○保健室の利用 
□ 有 □ 無 
時期、きっかけ等具体的に把握していれば記載 





○学校外の相談機関（保健所や民間団体等）の相談歴 
□ 有 □ 無 □ 不明 
時期、相談先、相談内容等把握していれば記載 



○自殺未遂歴・自傷行為歴 
□ 有 □ 無 □ 不明 
時期、回数、手段、誰が聞いたか等把握していれば記載 



○自殺をほのめかす言動（希死念慮） 
□ 有 □ 無 □ 不明 時期、回数、誰が把握したか等把握していれば記載 



○身体の不調 時期、内容等把握していれば記載 
□ 有 □ 無 □ 不明 ○精神の不調 
時期、内容等把握していれば記載 □ 有 □ 無 □ 不明



○通院・入院歴の有無 
　□ 有 □ 無 □ 不明
時期、病名等把握していれば記載 



○障害者手帳 
□ 有 □ 無 □ 不明 
（障害の種類：□ 身体障害 □ 知的障害 □ 精神障害 □ 不明） 
時期、治療歴等把握していれば記載 



○発達障害の診断 
□ 有 □ 無 □ 不明 
　時期、治療歴等把握していれば記載



○学習面や生活面、対人関係等において学校内で配慮していた事項があったか 
□ 有 □ 無 
具体的に記載 

○就学援助の対象 
□ 有 □ 無 □ 不明 
家計急変等の事情等把握していれば記載 



○家族構成 
□ 父 □ 母 □ 兄 □ 姉 □ 弟 □ 妹 □ 祖父母 □ その他（　　 ）□ 把握していない 
保護者の職業や家庭環境等把握していれば記載 



○自殺直前（直近２週間程度が目安）に本人が関係するトラブルや学校・部活動等のイベント、喪失体験等の大きな出来事があったか。 
□ 有 □ 無 □ 不明 
時期、内容等把握していれば記載



○入学・転学・編入学など前籍校から引き継いだ顕著な事項はあったか
□ 有 □ 無 
具体的に記載



○その他特筆すべき事項 
□ 有 □ 無 
具体的に記載 



４．聴き取りにより把握した内容 
（１）全教職員からの聴き取りから把握した内容 
○学習状況の変化や特徴 
□有 □無 □不明 
時期、内容等把握していれば記載 



○教室や部活動での様子の変化 
□有 □無 □不明 
時期、内容等把握していれば記載 



○服装、持ち物、提出物等の変化 
□有 □無 □不明 
時期、内容等把握していれば記載 




○友人、教職員との関係の変化 
時期、内容等把握していれば記載 




（２）関係児童生徒からの聴き取りから把握した内容 
○関係児童生徒から聴き取りを行ったか 
□ 行った □ 行っていない

○当該児童生徒との関係 
具体的に記載 




○自殺の事実を伝えたか。 
□ 伝えた □ 伝えなかった 
具体的にどのような内容を、いつ、どの範囲で、どのように伝えたか記載 




○教室や部活動での様子の変化 
□有 □無 □不明 
時期、内容等把握していれば記載 




○友人、教職員との関係の変化 
□有 □無 □不明 
時期、内容等把握していれば記載 




○当該児童生徒が関係児童生徒に悩みを相談していたか 
□ していた □ していなかった □ 不明 
相談内容に関して該当するものをチェック ※該当するもの全てチェックする 
□ 学業等に関する相談 □ 入試に関する相談 □ 進路（入試以外）に関する相談 
□ いじめに関する相談 □ 友人に関する相談 □ 教職員に関する相談 
□ 教職員による体罰・不適切な指導等に関する相談 
□ 学校生活における性別による偏見・差別に関する相談 
□ 家族等に関する相談 □ 健康等に関する相談 □その他（　　　　 ） 
具体的に把握したことがあれば記載 




（３）その他 ※保護者等
具体的に把握したことがあれば記載（いつ実施したのか等も含めて記載） 




５．その他の方法により把握した情報 
○学校生活アンケート調査（いじめの把握のためのアンケート調査を含む）等の状況 
具体的に把握したことがあれば記載（いつ実施したのか等も含めて記載） 




○その他の方法 具体的に記載（把握した方法が何かを含めて記載） 




６．今後の対応等 
（１）学校の対応方針 
具体的に記載（児童生徒・保護者・報道機関等への対応）



 （２）遺族への対応方針 
具体的に記載 





７．死亡した児童生徒に関して把握した事実（各項目ごとに回答） 
※基本調査において学校で把握した事実についてチェックすること。また、チェック項目について、具体的に把握していることがあれば、それぞれ記載すること。 
（学校問題に関する項目）※１つ以上チェックすること 
□ 学業不振に関する悩み □ 入試に関する悩み □ 進路に関する悩み（入試以外） 
□ いじめ（疑いを含む） □ 学友との関係での悩み（いじめ（疑いを含む）以外） 
□ 教職員との関係での悩み □ 教職員による体罰・不適切な指導等への悩み 
□ 学校生活における性別による偏見・差別に関する悩み □ その他（） □ 不明 
【具体的な内容】



（健康問題に関する項目）※１つ以上チェックすること 
□ 病気の悩み（身体疾患） □ 病気の悩み（精神疾患（うつ病・統合失調症など ） 
□ 身体障害の悩み □ その他　□ 不明 
【具体的な内容】



（家庭問題に関する項目）※１つ以上チェックすること 
□ 親子関係での悩み □ その他の家族関係での悩み □介護・看病での悩み □ 家族の死亡 
□ 家族の将来に関する悩み □ 家族からのしつけ・叱責に関する悩み 
□ 家族・同居人からの虐待（身体的・心理的・性的・ネグレクト） （疑いを含む） 
□ その他  □ 不明 
【具体的な内容】



（その他）※把握していることがあればチェックすること 
□ 就職失敗 □ 職場関係での悩み（アルバイト等を含む）□ 失恋 □ 交際相手からの暴力 
□ ストーカー行為等 □犯罪被害 
□ SNS・インターネット上のトラブル（いじめ（疑いを含む）以外） 
□ 犯罪発覚等（本人の非行行為等） □ 性的少数者であることの悩み □ 孤独感
□ 後追い自殺 □ その他（ 　　　）
【具体的な内容】






令和８年７月改訂　三川町教育委員会　背景の指針（R7.12月改訂）をもとに作成
【参考様式５（学校もしくは町教委→三川町長）】
※　自殺又は自殺が疑われる死亡事案について、調査主体・調査報告書の作成は町教委を想定
※　不登校重大事態について、調査主体・調査報告書の作成は学校を想定
※　その他の重大事態については、調査主体が調査報告書を作成することを想定
　令和　　年　　月　　日　
三　川　町　長   殿 
三川町立〇〇学校長もしくは三川町教育委員会教育長 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いじめの重大事態調査報告書

１　重大事態調査の位置付け
・　重大事態の別（１号・２号・１号かつ２号）
・　重大事態の認定日、地方公共団体の長等への報告日等
２　調査の目的、調査組織の構成
(1)　調査の目的　　　　・　調査の趣旨・目的を記載する。
(2)　調査期間　　　　　・　調査組織の設置日、調査の開始から終了までのスケジュールを記載する。
(3)　調査組織の構成　　・　調査組織の名称、調査委員の氏名・役職等を記載する。
・　外部の調査委員が専門家や第三者として参画しているような場合には、そのことが分かるように記載する。
３　当該事案の概要
(1)　基礎情報　　　　　・　重大事態が発生した学校名、対象児童生徒の学年、性別、氏名、対象児童生徒の状況等についてまとめる。不登校重大事態の場合には、欠席日数も記載する。
(2)　当該事案の概要　　・　調査対象となる重大事態について大まかな概要をまとめる。
４　調査の内容
(1)　調査方法　　　　　・　どのような調査方法（アンケート、聴き取り、資料分析、現場視察等）をとったかについてまとめる。
(2)　調査内容　　　　　・　調査方法に応じて、具体的にどのような調査を行ったか詳細をまとめる。
・　聴き取りや調査組織の会議を開催した日時や議論のテーマをまとめる。
５ 当該事案の事実経過
(1)　対象児童生徒の訴え ・　聴き取り等を通じて把握した対象児童生徒の訴えをまとめる。
・　対象児童生徒から聴き取り等で事案の詳細を確認できない場合には、その旨記載し、事案の端緒となったことについてまとめる。
(2)　関係児童生徒からの聴取内容
・　関係児童生徒の聴き取り内容をまとめる。
・　関係児童生徒から確認ができない場合には、その旨記載する。
(3)　当該事案の事実経過 　・　調査を通じて把握した事実の経過を時系列に沿ってまとめる。
・　事実経過をまとめるに当たっての留意事項は、「（２）事実関係の確認・整理」（本マニュアルｐ26,27）を参照。
６　当該事案の事実経過から認定しうる事実

・　事実経過を踏まえて、当該事案に係るいじめの事実関係や対象児童生徒の重大な被害といじめとの関係性について説明できることをまとめる。
７　学校及び学校の設置者の対応
 (1)　学校の対応について　　・　「５ 当該事案の事実経過」でまとめた学校の対応について法や学校いじめ防止基本方針その他関連法令・本ガイドラインに照らして対応の検証を行う。
(2)　学校の設置者の対応について
・ 「５ 当該事案の事実経過」でまとめた学校の設置者の対応について法や地方いじめ防止基本方針その他関連法令・本ガイドラインに照らして対応の検証を行う。
(3)　学校及び学校の設置者の対応に係る考察
・　学校及び学校の設置者の一連の対応を踏まえて、課題点や改善すべき点を指摘する。
８　当該事案への対処及び再発防止策の提言
(1)　当該事案への対処について
・　当該事案に係るいじめが解消していない場合には、当該事案のいじめ解消に向けた対処をまとめる。
・　対象児童生徒の不登校が継続している場合に、当該児童生徒への支援方策等をまとめる。
(2)　学校及び学校の設置者に対する提言
・　当該事案の一連の調査を踏まえて、学校及び学校の設置者に対する再発防止策の提言を行う。
９　参考資料

【対象児童生徒が自殺している場合（自殺が疑われる場合を含む）】

・　対象児童生徒が自殺している場合には、背景調査の指針を踏まえ、
①　自殺に至る過程や心理の検証（分析評価）
②　自殺の再発防止・自殺予防のための改善策
を上記の共通事項に加えて報告書に記載する。
【対象児童生徒が不登校を余儀なくされている場合】

・　対象児童生徒が不登校を余儀なくされている場合には、学びの継続に向けた具体的な支援方策の検討も調査目的に含まれていることから、調査内容及び対象児童生徒の状況を踏まえて、家庭や関係機関、心理・福祉の専門家等と連携して、学習面・健康面等について今後の支援方策を検討することが必要であり、検討した今後の支援方策を上記の共通事項に加えて報告書に記載する。
令和７年１１月改訂　三川町教育委員会
ガイドライン（ｐ35・37・38）より作成
【参考様式６　背景調査や今後の流れを遺族に説明する際の様式】

大切なお子さんを亡くされた方へ
【基本調査について】 
・「児童生徒の自殺が起きたときの背景調査の指針（令和７年 12 月改訂版 ）」 において、自殺又は自殺が疑われる死亡事案全件を対象として、学校が、事案発生（認知）後、速やかに基本調査を実施することとしており、当該事案の公表・非公表にかかわらず、学校がその時点で持っている情報及び基本調査の期間中に得られた情報を迅速に整理することとしております。 
・なお、御希望があれば、詳細調査の一部であるアンケート調査・聴き取り調査を、詳細調査に先行して実施することも可能です。
 ・現在、○○学校において、基本調査を実施しておりますが、○月○日を目途に、○○様の御都合を踏まえた上で、御説明をさせていただく予定です。 

【詳細調査について】 
・詳細調査とは、基本調査等を踏まえ必要な場合に心理の専門家など外部専門家を加えた調査組織において行われる詳細な調査です。 
・詳細調査は、事実関係の確認のみならず、自殺に至る過程を丁寧に探り、自殺に追い込まれた心理を解明し、それによって再発防止策を打ち立てることを目指す調査です。 
・「児童生徒の自殺が起きたときの背景調査の指針」では 、「詳細調査に移行すべき事案の考え方」として、全ての事案について詳細調査を実施することが望ましいとされ、これが難しい場合は、少なくとも 
ア）学校生活に関係する要素が背景に疑われる場合 
イ）遺族の要望がある場合 
ウ）その他学校の設置者が必要と判断した場合
に詳細調査に移行するとされておりますので、御要望がある場合は御連絡くださいますようお願い申し上げます。

（本件連絡先） ○○学校 教頭 TEL：　　　　　　　　三川町教育委員会 TEL：0235-35-7005 


※災害共済給付制度について 
災害共済給付制度は、学校（園）の管理下における児童生徒等の災害 （負傷、疾病、障害又は死亡）に対して、医療費や見舞金を給付する制度です。詳しくは以下にお問い合わせください。 
＜問い合わせ先＞ 
（独）日本スポーツ振興センター　仙台給付課　022-716-2108
◆独立行政法人日本スポーツ振興センター 
学校の管理下の災害でお子様を亡くされた保護者の方へのお知らせ hhttps://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/kyufu_1/pdf/oshirase.pdf
令和８年７月　三川町教育委員会作成　背景の指針（R7.12月改訂）をもとに
【参考様式７　詳細調査等に係る意向確認書様式　※児童生徒の自殺が起きたとき】　

詳細調査等に係る意向確認書

当該児童生徒に係る情報（学校の設置者又は学校が記入）
	学校名
	
	学年
	年

	児童生徒名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん


　上記の児童生徒に関する基本調査の結果を踏まえ、下記のとおり、詳細調査に関する意向等を確認させていただきます。

１　説明の有無
□　学校の設置者又は学校から基本調査の結果について説明を受けた。（ 　　年　　 月　　 日） 
□　学校の設置者又は学校から、詳細調査に関する学校・設置者の今後の方向性について、説明を受けた。（ 　　年　　 月　　 日）

２ 詳細調査実施に関する意向確認 
□　詳細調査へ移行してほしい 
□　詳細調査実施の有無に係る学校の設置者の判断に同意する 
□　詳細調査へ移行してほしくない 
□　現時点で回答することは難しい 
※　現段階での意向を記載ください。また、この時点での回答について後日変更を妨げるものではありません。回答を変更する場合は、改めて御連絡をお願いします。
なお、長期間経過後に詳細調査を行う場合には、過去の出来事について児童生徒らの記憶が曖昧になりやすいことに加え、児童生徒に係る資料の保存期間が経過して、不存在となっていること等もあり得ることから、調査の実施には調査は困難を伴うことが想定されることに御留意をお願いします。 

３ その他要望






　　　　　　　　　　年　　　　月　　　日
記載者署名（自筆）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年７月　三川町教育委員会作成　背景の指針（R7.12月改訂）をもとに
以下、文部科学省より

４ 文部科学省及びこども家庭庁が実施する子供の自殺に係る要因分析・研究への活用に関する同意 
□　基本調査の結果を文部科学省及びこども家庭庁が実施する子供の自殺に係る要因分析・研究に活用することに同意する。 
□ 基本調査の結果を文部科学省及びこども家庭庁が実施する子供の自殺に係る要因分析・研究に活用することに同意しない。 
※　文部科学省及びこども家庭庁において、基本調査の結果（ただし氏名を除く）を子供の自殺に係る要因分析・研究に活用します。
また、要因分析・研究の実施をこども 家庭庁が第三者への委託等により行う場合は、こども家庭庁から守秘義務を課した上で、当該第三者に共有します。 
なお、同意は撤回することが可能ですので、撤回する場合は、改めて御連絡をお願いします。 

　　 年　　　　月　　 　　日 　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



【参考】詳細調査の目的 
詳細調査は、民事・刑事・行政上の責任追及やその他の争訟等への対応を直接の目的とするものでなく、事実関係の確認のみならず、遺族の事実に向き合いたいという希望に沿いつつ、自殺に至る過程を丁寧に探り、自殺に追い込まれた心理を解明し、それにより、再発防止策を打ち立てることを目指すものである。
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